
住　所

（フリガナ）

氏　名

現在の連絡先

性別 年齢

女 〇歳

浸水区分 □床上浸水（□１ｍ以上　□１ｍ未満）　　□床下浸水

　上記のとおり、相違ないことを証明します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明 税 第　　　　　号
　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県多気郡明和町長　下村　由美子

※罹災証明書の交付を受けた者が、当該証明書により証明された被害の程度について、相当の理由をもって修正を求めるときは、当
該証明書の交付を受けた日の翌日から起算して、３カ月以内に、市・町長に対し再調査の申請をすることができます。

【記入例】

必要書類　　　写真
・被害状況がわかるもの
・全景（家屋の立地・配置状況がわかるもの）
・表札等

被災家屋の所在地 　申請書住所と同じ　・　三重県多気郡明和町大字

所有関係
□住家（□持家　□貸家／□借家：所有者又は管理者名：　　　　　　　　　　）
□非住家（用途：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のために使用して
   いる建物のこと。（被災者生活再建支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象となる住家）

被害の程度
□全壊　　　　□大規模半壊　　　　□中規模半壊
□半壊　　　　□準半壊　　　　　　　□準半壊に至らない（一部損壊）

罹災原因 　〇年〇月〇日の台風〇号による

被害の状況

（例）　　　・屋根瓦の一部にずれが生じた。
　　　　　　・浸水により床下に汚泥が堆積した。
　　　　　　・外壁の一部が損傷した。
　　　　　　・窓ガラスが破損した。

世帯構成員

氏　名 続柄 生年月日

明和　花子 妻 〇年〇月〇日

罹　災　証　明　願　兼　罹　災　証　明　書

※太枠の中を記入してください

申
請
者

　多気郡明和町大字馬之上９４５番地

　メイワ　タロウ

　明和　太郎

　０５９６－５２－７１１３

交付準備が整いましたら、

ご連絡いたしますので、

繋がりやすい連絡先をご記入ください。

被災時に同じ世帯にお住まいの方で、

記載が必要な場合は、ご記入ください。

 

被害状況を具体的に

記載してください。

記入しない

でください。


